
（
１
）

近
年
、
一
念
三
千
に
関
す
る
研
究
が
盛
ん
で
あ
る
。
目
に
つ
い
た
だ
け
で
も
、
十
数
本
の
論
文
を
読
む
機
会
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。

一
念
三
千
の
法
門
は
、
日
蓮
聖
人
教
学
に
と
っ
て
重
要
な
法
門
で
あ
る
。
日
蓮
聖
人
は
立
教
開
宗
の
出
発
点
か
ら
教
学
の
基
底
に
置
か
れ

て
お
り
、
佐
渡
以
降
、
は
じ
め
て
聖
人
教
学
の
独
自
性
で
あ
る
本
化
別
頭
の
教
学
を
表
明
な
さ
蕊
が
、
こ
の
本
化
の
教
学
も
、
ま
た
一
念

三
千
の
法
門
を
根
底
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
種
の
研
究
の
中
心
も
、
天
台
教
学
と
異
な
る
日
蓮
聖
人
教
学
の
独
自
性
の

鮮
明
さ
を
溌
揮
す
る
た
め
、
勢
い
一
念
三
千
等
の
名
目
を
挙
げ
、
迩
門
の
一
念
三
千
・
本
門
の
一
念
三
千
。
理
の
一
念
三
千
・
事
の
一
念

三
千
。
一
念
三
千
と
妙
法
五
字
・
一
念
三
千
の
仏
種
等
に
心
を
砕
か
れ
て
い
る
の
も
、
ま
た
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
観
を
研
究
す
る
場
合
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
中
、
一
念
三
千
に
関
す
る
論
述
箇
所
を
先
ず
も
っ
て
把
握
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
一
念
三
千
は
日
蓮
聖
人
教
学
の
根
本
と
な
っ
て
い
る
だ
け
に
、
「
四
百
余
篇
の
御
遺
文
中
一
念
三
千
論
に
言
及
せ
ぬ
も

の
は
殆
ん
ど
な
い
程
で
あ
る
」
と
見
る
人
も
い
る
岨
、
或
は
遺
文
を
通
覧
し
、
意
外
な
こ
と
に
「
一
念
三
千
と
い
う
語
す
ら
極
め
て
限
定

さ
れ
た
遺
文
に
つ
い
て
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
」
と
し
、
主
要
な
遺
文
に
見
ら
れ
る
四
七
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
人
も
い
麺
。
又
、
『
観
心

本
尊
抄
』
以
前
に
は
「
一
念
三
千
の
記
述
は
三
十
箇
所
を
超
え
る
」
程
度
と
見
て
い
る
人
も
い
麺
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ

一
は
じ
め
に

桑
名
貫
正
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『
開
目
抄
』
に
お
け
る
一
念
三
千
観
を
認
識
す
る
場
合
、
『
開
目
抄
』
の
ど
こ
に
ど
の
よ
う
な
論
述
が
見
ら
れ
る
か
を
、
先
ず
検
討
す

べ
き
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
本
抄
の
一
念
三
千
論
の
展
開
を
見
る
上
で
都
合
が
よ
い
し
、
ま
た
研
究
上
、
不
可
決
な
作
業
で
も
あ
る
。

『
開
目
抄
』
中
、
具
体
的
に
一
念
三
千
の
名
前
が
見
え
る
の
は
、
次
の
①
～
⑳
の
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
数
は
、
遺
文
中
、
一
番
多
く
記
述

さ
れ
て
い
る
数
字
で
あ
る
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

こ
れ
ら
の
研
究
に
催
さ
れ
て
、
改
め
て
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
を
通
読
し
て
見
る
と
、
真
偽
問
題
の
決
着
が
つ
か
な
い

日
進
の
古
写
本
、
或
は
日
向
の
古
写
本
、
日
持
作
の
允
可
書
、
古
来
よ
り
真
偽
問
題
が
あ
る
と
す
る
遺
文
を
全
部
、
取
り
除
い
て
見
た
だ

け
で
も
、
一
念
三
千
と
い
う
名
前
が
出
て
く
る
の
は
一
五
六
箇
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
麺
。
し
か
も
確
実
な
る
遺
文
に
圧
倒
的
に
多
く
、

一
二
五
箇
所
論
述
が
見
ら
れ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
以
前
で
は
八
五
箇
所
記
述
さ
れ
て
い
る
。
過
文
中
、
内
容
が
重
要
で
然
も
論
述
が
多

い
の
は
『
開
目
抄
』
の
二
十
箇
所
と
『
観
心
本
尊
抄
』
の
十
八
箇
所
で
あ
る
。
『
観
心
本
尊
抄
』
の
一
念
三
千
の
研
究
は
茂
田
井
先
生
や

庵
谷
先
生
等
に
お
い
て
、
そ
の
研
究
の
成
果
は
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
、
『
開
目
抄
』
に
お
け
る
一
念
三
千
の
研
究
は
、
こ

れ
ま
で
部
分
的
な
考
察
が
あ
っ
て
も
、
全
体
的
な
研
究
は
見
当
ら
な
い
。
そ
こ
で
、
本
小
論
は
『
開
目
抄
』
の
中
に
、
一
念
三
千
が
ど
こ

に
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
、
展
開
さ
れ
て
い
る
の
か
を
大
系
的
に
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

①
一
念
三
千
の
法
門
は
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
。
龍
樹
天
親
知
て
、
し
か
も
い
ま
だ
ひ
ろ
い
い
だ
さ
ず
。

但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
嘘
。

②
一
念
三
千
は
十
界
互
具
よ
り
こ
と
は
じ
ま
れ
り
。
法
相
と
三
論
と
は
八
界
を
立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
く
し
年

二
『
開
目
抄
』
の
一
念
三
千
の
記
述
箇
所
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⑩ ⑨ ⑧⑦ ⑥⑤④

２

③
善
無
畏
三
蔵
・
金
剛
智
三
蔵
、
天
台
の
一
念
三
千
の
義
を
盗
と
て
自
宗
の
肝
心
と
し
、
其
上
に
印
と
真
言
と
を
加
て
超
過
の
心
を

其
の
子
細
を
し
ら
ぬ
学
者
等
は
、
天
竺
よ
り
大
日
経
に
一
念
三
千
の
法
門
あ
り
け
り
と
う
ち
を
も
苑
。

』
９
し

華
厳
宗
は
澄
観
が
時
、
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
に
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
倫
入
た
り
ｏ
人
こ
れ
を
し
ら
揃
。

ツ

ス
ル
ヲ
二
ホ
タ
セ
ヲ

フ
ヲ
ニ
テ

此
等
の
経
々
に
二
の
失
あ
り
。
一
に
は
存
二
行
布
一
故
価
未
し
開
し
権
。
迩
門
の
一
念
三
千
を
か
く
せ
り
。
二
に
は
言
二
始
成
一
故
曽

夕
セ
ヲ
ノ

ツ

未
し
発
し
通
。
本
門
久
遠
を
か
く
せ
り
。
此
等
の
二
の
大
法
は
一
代
の
綱
骨
・
一
切
経
の
心
髄
な
嘘
。

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
・
二
乗
作
仏
を
説
て
爾
前
二
種
の
失
一
謡
臓
だ
宛
。

し
か
り
と
い
え
ど
も
い
ま
だ
発
迩
顕
本
せ
ざ
れ
ば
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
も
あ
ら
は
れ
ず
、
二
乗
作
仏
も
定
ま
ら
ず
。
水
中
の
月

へ

を
見
る
が
ご
と
し
。
根
な
し
草
の
波
上
に
浮
る
に
に
た
宛
。

本
門
に
い
た
り
て
、
始
成
正
覚
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
果
を
や
ぶ
る
。
四
教
の
果
を
や
ぶ
れ
ば
、
四
教
の
因
や
ぶ
れ
ぬ
。
爾
前
述

、
し

門
の
十
界
の
因
果
を
打
や
ぶ
て
、
本
門
十
界
の
因
果
を
と
き
顕
ず
。
此
即
本
因
本
果
の
法
門
な
り
。
九
界
も
無
始
の
仏
界
に
具
し
、

そ
な
わ
り
ノ

仏
界
も
無
始
の
九
界
に
備
て
、
真
十
界
互
具
・
百
界
千
如
・
一
念
三
千
な
る
べ
唾
。

ヘ
フ

こ
え

法
華
経
方
便
品
の
略
開
三
顕
一
の
時
、
仏
略
し
て
一
念
三
千
心
中
の
本
懐
を
宣
給
。
始
の
事
な
れ
ば
ほ
と
と
ぎ
す
の
音
を
ね
を
び

ひ
と
こ
え

れ
た
る
者
の
一
音
き
Ｌ
た
る
が
や
う
に
、
月
の
山
唖
輔
誉
此
だ
れ
ど
も
薄
雲
の
を
ほ
へ
る
が
ご
と
く
か
そ
か
な
り
し
を
、
舎
利
弗

シ
ノ
ム
ル
ワ
ノ

リ

ノ
ノ

等
驚
て
諸
天
龍
神
大
菩
薩
等
を
も
よ
を
し
て
、
諸
天
龍
神
等
其
数
如
二
恒
沙
一
・
求
レ
仏
諸
菩
薩
大
数
有
二
八
万
一
。
又
諸
万
億
国

ノ
レ
ル
シ
テ
テ
ヲ
ス
カ
ン
ト
ノ
ヲ

転
輪
聖
王
至
合
掌
以
一
敬
心
一
欲
し
聞
一
一
具
足
道
一
等
は
請
せ
し
な
り
。
文
の
心
は
四
味
三
教
四
十
余
年
の
間
い
ま
だ
き
か
ざ
る
法

門
う
け
給
は
ら
ん
と
請
せ
し
な
嘘
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

を
こ
だ
。

(麺）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

ノ

ノ

⑪
華
厳
・
方
等
・
般
若
・
深
密
・
大
日
等
の
恒
河
沙
の
諸
大
乗
経
は
、
い
ま
だ
一
代
肝
心
た
る
一
念
三
千
大
綱
骨
髄
た
る
二
乗
作
仏

久
遠
実
成
等
い
ま
だ
き
か
ず
と
領
解
せ
堀
。

ワ

ハ

⑫
法
華
経
の
種
に
依
て
天
親
菩
薩
種
子
無
上
を
立
た
り
。
天
台
の
一
念
三
千
こ
れ
な
地
。

テ

⑬
華
厳
経
乃
至
諸
大
乗
経
・
大
日
経
等
の
諸
尊
の
種
子
皆
一
念
三
千
な
り
。
天
台
智
者
大
師
一
人
此
法
門
を
得
給
え
り
。
華
厳
宗
の

澄
観
、
此
義
を
盗
て
華
厳
経
の
心
如
工
画
師
の
文
哩
榊
召
苑
。

ン

⑭
真
言
大
日
経
等
に
は
一
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
・
一
念
三
千
の
法
門
こ
れ
な
蝿
。

力

た
皮
し
い

⑮
善
無
畏
三
蔵
震
旦
に
来
て
後
、
天
台
の
止
観
を
見
て
智
発
し
、
大
日
経
の
心
実
相
我
一
切
本
初
の
文
の
神
に
天
台
の
一
念
三
千
を

ミ
レ

ー

ー

盗
入
て
真
言
宗
の
肝
心
と
し
て
、
其
上
印
と
真
言
と
を
か
ざ
り
、
法
華
経
と
大
日
経
と
の
勝
劣
を
判
ず
る
時
、
理
同
事
勝
の
釈
を

一
一

ク
ノ

つ
く
れ
り
。
両
界
の
曼
茶
羅
の
二
乗
作
仏
・
十
界
互
具
は
一
定
大
日
経
に
あ
り
や
。
第
一
の
証
惑
な
り
。
故
伝
教
大
師
云
新
来
真

八
シ

言
家
則
混
二
筆
受
之
相
承
一
旧
到
華
厳
家
則
隠
二
影
響
之
軌
模
一
等
云
云
竜

ヲ
ノ
ハ
ス

ヲ

レ

ノ

ノ

⑯
龍
女
が
成
仏
此
一
人
に
は
あ
ら
ず
、
一
切
の
女
人
の
成
仏
を
あ
ら
わ
す
。
法
華
経
已
前
の
諸
小
乗
経
に
は
女
人
成
仏
を
ゆ
る
さ
ず
。

ノ

ニ
シ
テ

諸
大
乗
経
に
は
成
仏
往
生
を
ゆ
る
す
や
う
な
れ
ど
も
、
或
改
転
の
成
仏
、
一
念
三
千
の
成
仏
に
あ
ら
ざ
れ
ぱ
、
有
名
無
実
の
成
仏

こ
い
ち
れ
い
し
よ
シ
カ

往
生
な
り
。
挙
一
例
諸
と
申
て
龍
女
成
仏
は
末
代
の
女
人
の
成
仏
往
生
の
道
を
ふ
み
あ
け
た
る
な
る
く
し
鐙
）

ノ

ブ

⑰
又
仏
に
な
る
道
は
華
厳
唯
心
法
界
、
三
論
の
八
不
、
法
相
の
唯
識
、
真
言
の
五
輪
観
等
も
実
に
は
叶
く
し
と
も
み
へ
ず
。
但
天
台

の
一
念
三
千
こ
そ
仏
に
な
る
べ
き
道
と
み
ゆ
れ
龍
）

⑱
此
一
念
三
千
も
我
等
一
分
の
慧
解
も
な
し
茜
）

⑲
而
ど
も
一
代
経
々
の
中
に
は
此
経
計
一
念
三
千
の
玉
を
い
だ
け
り
。
余
経
の
理
は
玉
に
に
た
る
黄
石
な
り
。
沙
を
し
ぼ
る
に
油
な
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『
開
目
抄
』
の
中
で
、
一
念
三
千
の
最
初
の
記
述
が
見
ら
れ
る
の
は
①
の
文
で
あ
る
が
、
そ
の
前
文
に

シ

ト

但
此
経
に
二
十
の
大
事
あ
り
。
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
律
宗
・
法
相
宗
・
一
云
塑
不
等
は
名
を
も
し
ら
ず
。
華
厳
宗
真
言
宗
と
の
二
宗
は

ひ
そ
か
倫
に
盗
で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り
粉
）

の
表
現
が
見
ら
れ
る
の
は
、
一
念
三
千
に
連
係
し
て
い
る
内
容
を
指
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
倶
舎
宗
・
成
実
宗
・
律
宗
・
法
相
宗
・
三

菫
塑
不
等
の
五
宗
は
一
念
三
千
の
法
門
ど
こ
ろ
か
、
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
の
名
前
さ
え
も
知
ら
な
い
宗
で
あ
る
と
指
摘
し
・
点
線
の
部
分

の
「
骨
目
」
と
は
、
一
念
三
千
を
形
容
し
て
い
る
の
で
、
華
厳
宗
と
真
言
宗
の
二
宗
は
、
天
台
宗
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
ん
で
自
宗
の

肝
心
と
し
て
い
る
宗
で
あ
る
と
批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
開
目
抄
』
で
は
、
は
じ
め
に
各
宗
の
一
念
三
千
観
を
端
的
に
捕
え

て
出
発
し
て
お
り
、
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
中
心
に
一
念
三
千
観
は
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
各
宗
の
一
念
三
千
観
の
具
体

的
な
る
内
容
は
後
述
さ
れ
て
く
る
が
、
と
り
わ
け
真
言
宗
・
華
厳
宗
の
場
合
は
、
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で
③
④

⑤
⑪
⑬
⑭
⑮
⑰
等
に
詳
細
に
論
述
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
。

①
の
文
は
、
本
門
の
一
念
三
千
の
義
と
、
そ
の
出
処
を
述
べ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
門
の
一
念
三
千
の
観
心
は
、
色
々
と
検
討
し
て

見
る
と
、
究
極
的
に
は
法
華
経
の
本
門
、
し
か
も
寿
量
品
の
文
の
底
に
沈
ん
で
あ
る
恥
睦
こ
な
い
と
本
当
の
一
念
三
千
に
な
ら
な
い
と
い

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

そ
う
ゆ

し
。
石
女
に
子
の
な
き
が
ご
と
し
。
諸
経
は
智
者
猶
仏
に
な
ら
ず
。
此
経
は
愚
人
仏
因
を
種
べ
し
。
不
求
解
脱
解
脱
自
至
竺
静
云
琶

上

⑳
設
山
林
に
ま
じ
わ
っ
て
一
念
三
千
の
観
を
こ
ら
す
と
も
、
空
閑
に
し
て
三
密
の
油
を
こ
ぼ
さ
ず
と
も
、
時
機
を
し
ら
ず
、
摂
折
の

二
門
を
弁
へ
ず
ば
、
い
か
で
か
生
死
を
雛
べ
き
篭
）

三
『
開
目
抄
』
中
の
一
念
三
千
義
の
展
開

(錨）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

う
の
で
あ
る
。
元
来
、
一
念
三
千
の
で
ど
こ
ろ
は
（
天
台
大
師
『
摩
訶
止
観
』
第
五
の
「
終
窮
究
寛
の
極
説
」
の
一
念
三
千
の
法
門
は
）
、

迩
門
の
十
如
実
相
に
あ
る
訳
で
、
日
蓮
聖
人
も
、
そ
の
こ
と
を
正
嘉
二
年
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
一
’
三

頁
）
以
来
、
論
じ
て
い
る
所
で
あ
る
。
こ
の
一
念
三
千
が
迩
門
の
方
便
品
で
な
く
、
本
門
に
根
拠
が
あ
る
と
述
べ
ら
れ
た
の
は
文
永
八
年

五
月
五
十
歳
作
の
『
十
章
妙
』
（
真
蹟
・
定
四
八
九
頁
）
の
次
の
文
と
、
二
度
目
で
あ
る
。

テ
ニ
テ

止
観
に
十
章
あ
り
…
…
大
意
よ
り
方
便
ま
で
の
六
重
は
先
四
巻
に
限
る
。
こ
れ
は
妙
解
迩
門
の
心
を
の
べ
た
り
。
今
依
二
妙
解
一
以

ツ
ヲ
ス

ス

立
二
正
行
一
と
申
は
第
七
の
正
観
十
境
十
乗
の
観
法
、
本
門
の
心
な
り
。
一
念
三
千
此
よ
り
は
じ
ま
る
。
一
念
三
千
と
申
事
は
迩
門

に
す
ら
な
を
許
さ
れ
ず
。
…
…
一
念
三
千
の
出
処
は
略
開
三
之
十
如
実
相
な
れ
ど
も
、
義
分
は
本
門
に
聴
爾
前
は
迩
門
の
依
義
判

ル

文
、
迩
門
は
本
門
の
依
義
判
文
な
り
。
但
真
実
の
依
文
判
義
は
本
門
に
限
く
し
。

で
は
、
な
ぜ
本
門
に
限
る
の
か
と
い
う
理
由
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
と
こ
ろ
の
⑧
発
迩
顕
本
の
内
容
と
⑨
本
因
本
果
の
法
門
の
内
容

等
が
顕
わ
れ
な
い
限
り
は
、
ま
こ
と
の
一
念
三
千
と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
、
天
台
大
師
だ
け
が
シ
ッ
ヵ
リ
と
胸
の
う
ち

に
体
得
し
て
お
ら
れ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

①
の
文
は
、
『
開
目
抄
』
の
序
分
に
相
当
す
る
所
で
論
述
し
て
お
り
、
最
も
教
学
の
核
心
の
部
分
を
一
気
に
先
き
に
出
さ
れ
て
、
諸
宗

と
の
勝
劣
の
決
着
を
考
慮
さ
れ
た
も
の
と
覚
え
る
。

②
の
文
は
、
十
界
互
具
が
一
念
三
千
の
法
門
の
基
礎
と
な
る
と
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
十
界
互
具
を
論
述
す
る
遺
文
は
、
二
十
一
歳
作

の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
定
一
○
頁
）
に
既
に
あ
り
、
三
十
七
歳
作
の
三
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
三
頁
等
）
、
三
十
八
歳

作
の
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
九
七
・
二
○
・
一
三
五
頁
）
等
と
常
に
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
は
凡
夫
（
人
間
）
の
身

に
も
仏
界
が
具
わ
っ
て
い
る
と
い
う
、
天
台
の
理
の
一
念
三
千
観
で
あ
る
。
『
開
目
抄
』
の
、
こ
の
所
で
十
界
互
具
を
出
さ
れ
た
訳
は
、

(露）



天
台
大
師
が
法
華
経
の
極
理
た
る
一
念
三
千
を
以
て
南
三
北
七
の
十
師
の
邪
見
を
打
ち
破
る
と
い
う
記
述
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
世

に
法
華
経
が
広
ま
り
、
国
土
が
安
穏
と
な
り
、
人
類
が
釈
尊
に
つ
い
で
二
度
目
に
救
わ
れ
た
と
強
調
す
る
の
で
あ
る
。
法
華
経
の
流
布
に

よ
り
、
国
士
が
安
穏
と
な
り
、
人
類
が
救
わ
れ
る
と
い
う
史
観
は
日
蓮
聖
人
の
立
教
開
宗
の
出
発
点
か
ら
考
え
ら
れ
る
が
三
十
八
歳
作

の
『
守
護
国
家
論
』
、
三
十
九
歳
作
の
『
立
正
安
国
論
』
に
顕
著
で
あ
る
。

③
と
④
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
の
真
言
宗
の
一
念
三
千
観
で
あ
る
。
前
述
に
真
言
宗
が
天
台
の
一
念
三
千
を
盗
義
し
た
問
題
を
掲
げ
た
が
、

こ
こ
で
は
、
真
言
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
有
無
を
人
師
と
経
典
の
上
か
ら
観
ら
れ
て
批
判
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

③
の
文
は
、
人
師
批
判
の
問
題
で
あ
っ
て
、
真
言
宗
に
は
、
も
と
も
と
一
念
三
千
の
義
が
な
い
の
に
善
無
畏
・
金
剛
智
等
が
天
台
の
一

念
三
千
の
法
門
を
盗
ん
で
自
宗
の
肝
心
と
し
て
い
る
と
し
て
、
真
言
宗
は
元
祖
に
問
題
あ
り
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
人
師
批
判
は
『
開

目
抄
』
以
外
で
も
実
に
多
く
見
ら
れ
壷
臺
一
崇
の
一
念
三
千
盗
義
の
人
師
批
判
の
最
初
は
弘
長
二
年
四
十
一
歳
作
の
霞
誇
法
詮

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

法
相
と
三
論
と
は
八
界
を
立
て
十
界
を
し
ら
ず
。
況
や
互
具
を
し
る
べ
し
や
。
倶
舎
・
成
実
・
律
宗
等
は
阿
含
経
に
よ
れ
り
。
六
界

あ
き
ら
め

を
明
て
四
界
を
し
ら
ず
。
（
定
五
三
九
頁
）

法
相
・
三
論
・
倶
舎
宗
等
の
各
宗
に
十
界
互
具
が
な
い
こ
と
を
言
っ
て
、
各
宗
に
一
念
三
千
が
有
る
か
無
い
か
の
判
断
の
基
準
に
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、
仏
教
の
中
で
一
念
三
千
が
あ
る
の
は
法
華
経
に
限
る
と
い
う
論
証
の
た
め
な
の
で
あ
る
。
そ
の
具
体
的
な

る
事
例
と
し
て
、
推
測
さ
れ
る
の
は
左
の
文
で
あ
る
。

内
典
に
南
三
北
七
の
異
執
を
こ
り
て
蘭
菊
な
り
し
か
ど
も
、
陳
階
の
智
者
大
師
に
う
ち
や
ぶ
ら
れ
て
、
仏
法
こ
び
群
類
を
す
く
う
。

次
の
文
に
掛
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
定
五
四
○
’
一
頁
）
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の
様
に
発
言
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ニ
マ
ル

真
言
宗
の
漢
土
弘
始
は
、
エ

シ

大
日
経
真
言
宗
は
未
開
会
、
記
小
久
成
な
く
ば
法
華
経
已
前
な
り
。
開
会
・
記
小
・
久
成
を
許
さ
ば
浬
藥
経
と
を
な
じ
。
但
善
無
畏

三
蔵
・
金
剛
智
・
不
空
・
一
行
等
の
性
悪
の
法
門
・
一
念
三
千
の
法
門
は
天
台
智
者
の
法
門
を
ぬ
す
め
る
か
。
（
定
二
七
一
’
二
頁
）

そ
し
て
、
自
宗
の
肝
心
と
さ
れ
た
内
容
に
つ
い
て
は
文
永
三
年
四
十
五
歳
作
の
『
善
無
畏
妙
』
（
真
蹟
断
片
）
で
は
、
善
無
畏
説
・
一

行
執
筆
の
『
大
日
経
疏
』
「
入
漫
茶
羅
具
縁
真
言
品
第
二
疏
」
の
文
を
左
の
如
く
引
用
し
、
そ
の
解
説
す
る
所
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ル

「
大
日
経
乃
義
釈
於
見
仁
」
と
は
じ
ま
っ
て

ハ
レ
ノ

リ
ニ
サ

ニ
シ

ノ

ニ
テ

ノ
二
二
ニ
シ
テ
ク
カ

ノ
ヲ

此
経
是
法
王
秘
宝
不
三
妄
示
二
卑
賎
之
人
一
・
如
下
釈
迦
出
世
四
十
余
年
因
二
舎
利
弗
慰
勲
三
謂
一
方
為
略
説
中
妙
法
蓮
華
義
上
。
今
此

ナ
リ
二
二
ク
ニ
リ

ノ
ノ
ニ

ハ
ル
ニ
レ
カ
モ
ハ
ル
キ
ク
ト

本
地
之
身
又
是
妙
法
蓮
華
最
深
秘
処
。
故
寿
量
品
云
常
在
二
霊
鷲
山
及
余
諸
住
処
一
乃
至
我
浄
土
不
し
殿
而
衆
見
二
焼
尽
一
・
即
此
宗

ナ
ル

ナ
ノ
ノ
ノ
ー
二
二
ク
ワ

琉
伽
之
意
耳
。
又
因
二
補
処
菩
薩
悪
勲
三
請
一
方
為
説
し
之
等
云
云
。
（
定
四
○
九
頁
）

右
の
文
の
内
容
に
つ
い
て
、
日
蓮
聖
人
は
次
の
様
に
厳
し
く
批
判
さ
れ
て
い
る
。

ノ

シ

此
釈
心
は
大
日
経
に
本
迩
二
門
、
開
三
顕
一
・
開
近
顕
遠
乃
法
門
有
利
。
法
華
経
乃
本
迩
二
門
乃
如
之
・
此
法
門
は
法
華
経
に
同
け

か
け

れ
ど
も
、
此
大
日
経
に
印
と
真
言
と
相
加
和
却
〈
三
密
相
応
世
利
。
法
華
経
は
但
意
密
許
仁
天
身
口
乃
二
密
閾
た
れ
ば
、
法
華
経
を
ぱ
略

キ
ス

カ

あ
や
室
り

説
と
云
ひ
、
大
日
経
を
ぱ
広
説
と
可
レ
申
也
と
被
し
書
た
り
。
此
法
門
第
一
乃
娯
誇
法
の
根
本
也
。
（
定
四
○
九
’
一
○
頁
）

そ
し
て
文
永
六
年
四
十
八
歳
作
の
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（
真
蹟
・
定
四
四
九
頁
）
で
は
、
『
善
無
畏
妙
』
の
内
容
を
踏
え
て
、
次

ら
れ
る
翁
》

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

（
真
蹟
曽
存
・
定
二
七
○
頁
）
と
次
の
文
で
あ
る
が
、
一
念
三
千
の
盗
義
に
つ
い
て
は
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作
仏
事
』
が
一
番
早
く
見

ミ

天
台
の
一
念
三
千
を
盗
取
て
真
言
の
教
相
と
定
て
理
の
本
と
し
へ

枝
葉
た
る
印
真
言
を
割
と
垂
、
宗
と
し
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た
て
く
だ

て
天
台
宗
を
立
下
す
條
誇
法
の
根
源
た
る
か
。

等
と
諸
遺
文
で
、
そ
の
内
容
が
見
ら
れ
る
が
一
、
二
の
例
に
止
め
た
い
。

④
の
文
は
、
経
典
上
か
ら
の
批
判
で
あ
っ
て
、
も
と
も
と
『
大
日
経
』
に
も
一
念
三
千
の
義
は
無
い
と
観
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
学
者
達

が
有
る
と
思
っ
て
い
る
の
は
、
善
無
畏
等
の
盗
義
を
知
ら
な
く
て
、
迷
っ
て
い
る
た
め
な
の
で
あ
る
と
い
う
。
『
大
日
経
』
に
一
念
三
千

の
義
が
な
い
こ
と
を
『
開
目
抄
』
以
外
に
て
も
、
繰
り
返
え
し
論
述
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
麺
。

な
お
、
真
言
宗
の
一
念
三
千
の
盗
義
問
題
に
つ
い
て
、
浅
井
円
道
先
生
は
、
日
蓮
聖
人
が
一
念
三
千
の
法
門
を
妙
楽
の
指
示
に
基
づ
き
、

天
台
大
師
の
終
窮
究
寛
の
極
説
で
あ
る
と
す
る
立
場
か
ら
彪
大
な
天
台
教
学
を
達
意
的
に
一
念
三
千
を
以
て
代
表
さ
れ
て
お
ら
れ
た
と
い

う
。
そ
こ
で
、
『
大
日
経
疏
』
、
金
剛
智
・
不
空
・
伝
教
大
師
・
円
仁
・
円
珍
の
著
作
中
に
一
念
三
千
の
名
目
が
な
く
、
一
念
三
千
を
念

頭
に
お
い
て
密
教
を
解
釈
し
た
例
も
な
い
と
し
て
も
、
『
大
日
経
疏
』
の
中
に
、
天
台
教
学
の
核
心
の
諸
義
を
殆
ん
ど
盗
用
し
て
い
る
か

ら
、
日
蓮
聖
人
は
真
言
宗
を
し
て
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
め
り
の
一
言
で
概
括
さ
れ
て
お
ら
れ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
蕊
。

⑤
の
文
は
、
日
蓮
聖
人
の
華
厳
宗
の
一
念
三
千
観
で
あ
り
⑪
⑬
⑰
も
関
連
内
容
で
あ
る
。
華
厳
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
は
、
華
厳

宗
第
四
祖
の
澄
観
が
触
れ
た
も
の
で
あ
る
。
⑪
⑬
⑰
の
文
も
、
そ
の
関
連
内
容
で
あ
る
。
華
厳
宗
の
一
念
三
千
盗
義
の
問
題
は
、
華
厳
宗

第
四
祖
の
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
の
義
を
盗
ん
で
、
『
華
厳
経
』
の
「
心
如
工
画
師
」
等
の
文
を
生
か
し
て
成
仏
等
を
立
て
た

と
こ
ろ
よ
り
出
発
す
る
と
い
う
具
体
的
な
批
判
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
人
々
は
こ
の
事
を
知
ら
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
澄
観
や
華
厳
経
・

華
厳
宗
に
対
す
る
批
判
は
『
開
目
抄
』
以
前
に
も
随
分
と
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
澄
観
の
一
念
三
千
盗
義
問
題
を
考
え
る
場
合
、
多

く
は
佐
渡
後
に
見
ら
れ
る
か
ら
、
そ
こ
で
『
開
目
抄
』
以
後
の
澄
観
批
判
を
一
瞥
し
た
方
が
こ
の
問
題
の
理
解
を
容
易
に
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
て
都
合
が
よ
い
。
今
こ
こ
に
煩
雑
さ
を
厭
は
ず
敢
え
て
、
『
開
目
抄
』
以
後
の
遺
文
を
検
策
し
て
、
そ
の
該
当
す
る
箇
所
を
挙
げ
る

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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４
、
『
聖
密
房
御
書
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
八
二
一
頁
）

レ

シ

華
厳
宗
は
天
台
已
前
に
は
南
北
の
諸
師
、
華
厳
経
は
法
華
経
に
勝
た
り
と
は
申
け
れ
ど
も
、
華
厳
宗
の
名
は
候
は
ず
。
唐
の
代
に

き
さ
き

ス

ス

テ

テ

吉
厘
示
の
后
則
天
皇
后
と
申
人
の
御
時
、
法
蔵
法
師
・
澄
観
な
ん
ど
申
人
、
華
厳
宗
の
名
を
立
た
り
。
此
宗
は
教
相
に
五
教
を
立
、

ス

観
門
に
は
十
玄
六
相
な
ん
ど
申
法
門
な
り
。
を
び
た
だ
し
き
や
う
に
み
へ
た
り
し
か
ど
も
、
澄
観
は
天
台
を
は
（
破
）
す
る
や
う

に
て
、
な
を
天
台
の
一
念
三
千
の
法
門
を
か
り
（
借
）
と
り
て
、
我
経
の
心
如
工
画
師
の
文
の
心
と
す
。
こ
れ
は
華
厳
宗
は
天
台

句
二
Ｊ
、

『
開
目
抄
」

と
次
の
通
り
で
あ
る
。

１
４
、
『
萄
琴
一
言
去
恒
当
示
喪
學
．

『
真
言
諸
宗
違
目

○
色
、

』
（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）

ン
テ
ノ

ヲ
レ

ニ
テ
ヲ
ス

澄
観
等
盗
》
一
天
台
十
乗
観
法
一
入
一
華
厳
経
一
立
レ
之
号
一
華
厳
宗
一
・

『
小
乗
大
乗
分
別
妙
』
（
真
蹟
断
片
・
定
七
七
一
頁
）

力

華
厳
宗
の
澄
観
…
…
天
台
大
師
の
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
取
て
、
我
所
依
の
経
の
心
仏
及
衆
生
の
文
の
心
と
し
…
…
か
く
の
ご
と

く
盗
取
て
、
我
宗
の
規
模
と
な
せ
る

『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
七
九
三
頁
）

ナ
リ

華
厳
の
澄
観
が
天
台
の
一
念
三
千
を
い
す
（
盗
ん
）
で
華
厳
に
さ
し
い
れ
、
法
華
華
厳
と
も
に
一
念
三
千
。
但
華
厳
は
頓
頓
さ
き

し

な
れ
ば
、
法
華
は
漸
頓
の
ち
な
れ
ば
、
華
厳
は
根
本
さ
き
（
魁
）
を
し
ぬ
れ
ば
、
法
華
は
枝
葉
等
と
い
ふ
て
、
我
理
を
え
た
り
と

シ
ノ
モ
ト

ル
ラ
ヲ

お
も
へ
る
意
如
レ
山
○
錐
し
然
一
念
三
千
の
肝
心
、
草
木
成
仏
を
不
し
知
事
妙
楽
の
わ
ら
ひ
給
へ
る
事
也
。
今
の
天
台
の
学
者
等
、

し

そ
、

我
一
念
三
千
を
得
た
り
と
思
ふ
。
雛
し
然
法
華
を
も
て
、
或
華
厳
に
同
じ
、
或
大
日
経
に
同
ず
。
其
義
を
論
ず
る
に
不
し
出
一
澄
観

ヲ

之
見
一
・

に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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以
上
の
五
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
遺
文
に
よ
り
て
⑤
の
文
の
内
容
は
よ
り
一
層
、
具
体
的
に
把
握
が
可
能
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
さ
て
『
開
目
抄
』
以
前
に
お
け
る
批
判
を
考
察
し
て
み
る
と
、
日
蓮
聖
人
の
華
厳
経
・
華
厳
宗
に
対
す
る
批
判
的
態
度
は
早
く
か
ら

見
ら
れ
る
。
二
十
一
歳
作
の
『
戒
体
即
身
成
仏
義
』
（
定
五
’
十
一
頁
）
に
、
菩
薩
歴
劫
修
行
と
下
さ
れ
、
十
界
互
具
が
な
し
と
嫌
わ
れ

て
お
り
。
建
長
七
年
三
十
四
歳
作
の
『
諸
宗
問
答
紗
』
（
代
師
本
・
定
二
四
頁
）
で
は
、
華
厳
の
仏
慧
と
法
華
の
仏
慧
と
を
対
比
し
て
、

え
せ
し

華
厳
は
悪
物
に
連
た
る
仏
慧
と
下
さ
れ
て
い
る
。
又
、
仏
慧
の
こ
と
か
ら
開
会
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
、
開
会
は
唯
法
華
に
限
る
と
し
華
厳

を
下
し
て
い
る
の
は
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
七
三
’
四
頁
）
と
『
二
乗
作
仏
事
』
（
定
一
五
六
頁
）
等
の
過

文
で
あ
る
。
ま
た
『
一
代
聖
教
大
意
』
に
て
は
、
此
教
は
但
菩
薩
ば
か
り
に
て
、
声
聞
縁
覚
を
雑
え
ず
と
の
べ
（
定
六
二
頁
）
、
そ
し
て
、

そ
の
菩
薩
行
も

チ

に
落
た
り
と
い
う
べ
き
か
。
又
一
念
三
千
の
法
門
を
盗
と
り
た
り
と
い
う
べ
き
か
。
澄
観
は
持
戒
の
人
、
大
小
の
戒
を
一
塵
を
も

や
ぶ
ら
ざ
れ
ど
も
、
一
念
三
千
の
法
門
を
ば
ぬ
す
み
と
れ
り
。
よ
く
よ
く
口
伝
あ
る
べ
し
。

５
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
七
’
八
頁
）

華
厳
・
真
言
の
元
祖
、
法
蔵
・
澄
観
・
善
無
畏
・
金
剛
智
・
不
空
等
が
、
釈
尊
一
代
聖
教
の
肝
心
な
る
寿
量
品
の
一
念
三
千
の
法

ミ
リ
リ

ル
カ

リ
ト

ツ
肋
〃

門
を
盗
取
て
、
自
レ
本
自
の
依
経
に
不
レ
説
華
厳
経
・
大
日
経
に
有
三
念
三
千
一
云
て
取
入
る
る
程
の
盗
人
に
ば
か
さ
れ
て
、
末

シ
シ

学
深
く
此
則
を
執
す
。
無
し
墓
無
し
墓
…
…
ｏ

ク

ノ
ク

キ
そ

華
厳
の
人
師
云
、
法
華
経
に
所
し
説
一
念
三
千
の
法
門
は
枝
葉
、
華
厳
経
の
法
門
は
根
本
の
一
念
三
千
也
一
芸
。
是
無
二
跡
形
一
僻

一
一

キ

フ

見
也
。
真
言
・
華
厳
経
一
念
三
千
を
説
た
ら
ば
こ
そ
、
一
念
三
千
と
云
名
目
を
ば
つ
か
は
め
。
お
か
し
お
か
し
、
亀
毛
兎
角
の
法

門見
也也
0 0

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
い
（
桑
名
）

(”）



テ

、
ヲ
フ
ル
ニ
ヲ
レ
ト
モ

ヲ
ニ

ス
ル
コ
ト

ヲ

華
厳
等
速
疾
歴
劫
往
生
成
仏
以
一
無
量
義
経
実
義
一
捻
レ
之
過
二
無
量
無
辺
不
可
思
議
阿
僧
祗
劫
一
終
不
レ
得
し
成
二
無
上
菩
提
一
・
…

一

一

往
生
・
成
仏
倶
別
時
意
趣
也
。

さ
ら
に
、
十
界
互
具
を
説
か
な
い
欠
点
と
四
十
余
年
未
顕
真
実
の
立
場
か
ら
、
総
体
的
に
批
判
が
下
さ
れ
て
た
の
が
次
の
遺
文
で
あ
る
。

二
乗
作
仏
が
な
い
た
め
衆
生
無
辺
誓
願
度
の
願
い
が
満
足
し
な
い
指
摘
で
あ
る
。

リ

ノ

ノ
ニ
ハ
シ

レ
ハ
カ

ヲ
ラ
ノ
ヲ
レ
ハ
ラ
ノ
ヲ
ハ
レ

自
一
法
華
経
一
外
四
十
余
年
諸
経
無
一
一
十
界
互
具
一
。
不
レ
説
二
十
界
互
具
一
不
し
知
一
内
心
仏
界
も
不
し
知
｝
内
心
仏
界
》
不
し
顕
ニ

ノ
モ
ニ

ノ
ノ
ハ

ヲ
ヒ
モ
ル
ト
ヲ
ル
ヲ

ハ
ル
カ

ヲ
ニ
シ

ノ

外
諸
仏
一
。
故
四
十
余
年
権
行
者
不
し
見
レ
仏
。
設
錐
レ
見
レ
仏
見
二
他
仏
一
也
。
二
乗
不
し
見
自
仏
一
故
無
一
成
仏
一
。
爾
前
菩

そ
レ
ハ

ノ

ヲ

ノ
ヲ
ニ

ノ
モ

セ

モ

ワ
そ

薩
亦
不
し
見
自
身
十
界
互
具
一
不
し
見
一
｝
二
乗
界
成
仏
一
。
故
衆
生
無
辺
誓
願
度
願
不
一
満
足
一
。
故
菩
薩
不
し
見
レ
仏
凡
夫

ま
た
、
仏
性
即

そ
し
て
、
三
十
刻

い
る
の
で
あ
る
。

仏
性
問

と
い
い
、
歴
劫
成
仏
が
嫌
わ
れ
、
一
生
成
仏
は
一
人
も
な
し
と
い
う
の
で
あ
る
。
ま
た
、
華
厳
経
は
十
界
互
具
が
な
く
心
生
の
十
界
の

み
を
明
か
す
と
し
（
定
六
二
頁
）
、
そ
の
心
性
の
十
界
に
関
す
る
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
様
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ノ
ハ

ノ
ル
ノ
ヲ

ノ
ニ
シ
ト
シ
テ
ル
コ
ト

大
乗
心
心
よ
り
十
界
生
。
華
厳
経
云
低
弧
一
工
画
師
一
造
二
種
種
五
陰
一
。
一
切
世
間
中
無
二
法
而
不
ロ
造
文
。
造
種
種
五
陰
者
十
界

ヲ
ス

ヲ
モ
ヲ
モ
ル
ト
フ
ガ

ノ

ト
ル
ト
フ

ニ
ク
セ
ハ
セ
ン
ト

ノ
ヲ

二
ク

之
五
陰
也
。
仏
界
心
法
造
習
。
心
過
去
現
在
未
来
十
方
之
仏
顕
習
也
。
華
厳
経
云
若
人
欲
し
了
二
知
三
世
一
切
仏
一
応
二
当
如
レ

ヲ
テ

微
塵
積
須
弥

と
い
い
、
歴
劫
成

ノ
ス
ル
ト
ノ
ヲ
ェ
郷
）

是
観
一
心
造
二
諸
如
来
一

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

ヲ
ノ
《
一
た
く
て
い
ヲ
テ
ヲ
シ
テ
ニ
ル

此
教
意
五
十
二
位
一
々
位
多
倶
低
劫
経
衆
生
界
尽
仏
成
く
し
ｏ
一
人
一
生
仏
成
物
無
。
又
一
行
以
仏
成
事
無
。
一
切
侃
擬
勘
恥

ノ
ノ
ハ

ト
シ
ナ
二
二
ル
シ

ヲ
ナ
ニ
ル
シ

題
で
は
華
厳
が
二
乗
に
仏
性
を
論
じ
な
い
た
め
晶
法
と
嫌
わ
れ
て
い
る
（
定
七
○
頁
）
・

三
十
八
歳
作
の
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
一
○
一
頁
）
で
は
華
厳
の
歴
劫
成
仏
等
も
、
方
便
で
あ
る
と
批
判
さ
れ
て

小
山
評
恥
御
榊
班
嘩
型
）

(“）



定
二
七
○
’
一
頁
）
で
あ
る
。

ル
カ
ラ

ヲ
二

亦
不
レ
知
二
十
界
互
具
一
故
不
レ
醗
一
自
易
仏
晁
讓

こ
れ
ま
で
華
厳
経
・
華
厳
宗
の
批
判
を
論
じ
て
き
た
が
、
『
開
目
抄
』
及
び
１
～
５
遺
文
の
内
容
は
見
ら
れ
な
い
。
そ
の
内
容
が
論
じ

ら
れ
て
く
る
の
は
、
澄
観
批
判
に
及
ぶ
時
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
澄
観
の
名
指
批
判
の
最
初
は
、
正
元
二
年
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作

仏
事
』
（
定
一
五
五
頁
）
に
お
い
て
で
あ
る
。
そ
の
文
を
挙
ぐ
る
と
次
の
通
り
で
あ
る
。

テ

ノ
ニ
ス
ス
ル
ノ
ミ
ニ

ノ
タ
シ
テ
ノ
ヲ
ク
ノ
ニ
ニ
ハ
ナ
ヲ
ス
ト
ノ

シ
ル
セ

澄
観
於
二
心
仏
及
衆
生
文
一
非
し
存
二
一
心
覚
不
覚
義
一
存
二
性
悪
義
一
云
澄
観
釈
彼
宗
謂
レ
此
為
し
実
此
宗
立
義
理
無
し
不
し
通

ノ
キ
ヤ

テ
ク
ノ
ニ
ク
ン
ハ
ノ
ノ
ノ

ノ
ノ
ー
シ
シ

ニ
ク
ン
ハ
セ
ヲ

等
云
云
。
此
等
法
門
可
し
許
不
哉
。
答
云
弘
一
云
若
無
二
今
家
諸
円
文
意
一
彼
経
偶
旨
理
実
難
し
消
。
同
五
云
不
レ
解
二
今
文
一

ン
ソ
セ
ン

ヲ

ノ
ニ
ク
チ
テ
タ
カ

ワ

ン
ハ
ノ
ノ

ン
ハ

ノ
ヲ

如
何
消
二
解
心
造
一
切
三
無
差
別
一
文
。
記
七
云
忽
都
未
レ
聞
二
性
悪
之
名
一
云
へ
り
。
如
二
此
等
文
一
者
不
し
得
二
天
台
意
一
者

ノ
ノ
キ
リ

ノ
ノ
ニ
ハ

ニ
ハ
ノ

ン
ハ

一
一

ノ
ル
ラ

彼
経
偶
意
難
し
知
歎
。
又
震
旦
人
師
中
天
台
之
外
性
悪
名
目
あ
ら
ざ
り
け
る
歎
。
又
非
二
法
華
経
一
者
一
念
三
千
法
門
不
し
可
レ

ス

ノ
ノ
ヒ
ニ
ノ
テ
ヲ
ス
ハ
ノ
ノ
ト
リ

、
叩
ソ

リ

ハ
ル

談
歎
。
天
台
已
後
華
厳
末
師
竝
真
言
宗
人
以
二
性
悪
一
為
二
自
宗
依
経
詮
一
者
従
二
天
竺
一
伝
た
り
け
る
歎
。
自
二
祖
師
一
伝
歎
。

ノ

ン
ス
ト
ノ
ト

シ
ス
ヲ

又
天
台
名
目
を
楡
で
為
二
自
宗
内
証
一
云
へ
る
歎
。
能
能
可
レ
験
し
之
。

澄
観
が
心
仏
及
衆
生
の
文
に
一
心
覚
不
覚
の
義
あ
り
と
し
、
さ
ら
に
性
悪
の
義
を
立
て
る
の
は
、
天
台
の
意
（
天
台
教
学
）
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
義
は
、
法
華
経
の
一
念
三
千
の
法
門
に
基
づ
い
て
い
る
か
ら
、
天
台
の
名
目
を
楡
ん
で
自
宗
の
内
証
と
し
た
も
の
で
あ

る
と
批
難
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
確
実
な
る
遺
文
で
の
澄
観
批
判
の
最
初
は
弘
長
二
年
四
十
一
歳
作
の
『
顕
誇
法
妙
』
（
真
蹟
曽
存
。

テ

レ

法
蔵
・
澄
観
等
が
五
教
に
一
代
を
を
さ
む
る
中
に
、
法
華
経
・
華
厳
経
を
円
教
と
立
、
又
華
厳
経
は
法
華
経
に
勝
た
り
と
を
も
え

る
は
、
所
依
の
華
厳
経
に
二
乗
作
仏
・
久
遠
実
成
を
あ
か
さ
ぎ
る
に
記
小
・
久
成
あ
り
と
を
も
ひ
、
華
厳
超
過
の
法
華
経
を
我
経

ル
フ

○
つ
へ

く
ひ
か
ヘ
ス

に
劣
と
謂
は
僻
見
也
。
…
…
澄
観
等
が
誇
法
は
上
中
の
誇
法
か
。
其
上
自
身
も
誇
法
と
し
れ
る
か
の
間
、
悔
還
筆
こ
れ
あ
る
か
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）
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で
に
破
れ
な
ん
と
す
。

右
の
い
の
内
容
は
、
伝
教
一

恐
ら
く
伝
教
大
師
の
『
依
懸
竺

現
内
容
が
異
っ
て
き
て
い
麺
。

伝
教
大

こ
れ
ま
で
は
、
『
開
目
抄
』
に
お
い
て
各
宗
に
お
け
る
一
念
三
千
が
、
ど
う
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
き
た
の
で
あ
る
が
、

換
言
す
れ
ば
、
日
蓮
聖
人
は
一
念
三
千
を
通
じ
て
全
仏
教
を
見
て
お
ら
れ
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
⑥
の
文
に
行
く
前

に
、
一
念
三
千
義
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
文
（
定
五
四
一
’
二
頁
）
で
あ
る
。

ノ

づ
↑
〃
、

帥
伝
教
大
師
此
の
国
に
い
で
て
、
六
宗
の
邪
見
を
や
ぶ
る
の
み
な
ら
ず
、
真
言
宗
が
天
台
法
華
経
の
理
を
盗
取
て
自
宗
の
極
と
す
る

ラ
さ
８

ヒ
ニ

事
あ
ら
は
れ
を
は
ん
ぬ
。
伝
教
大
師
…
…
専
経
文
を
前
と
し
て
責
さ
せ
給
し
か
ば
、
六
宗
の
高
徳
…
…
竝
弘
法
大
師
等
せ
め
を
と

と
郡

さ
れ
て
、
日
本
国
一
人
も
な
く
天
台
宗
に
帰
伏
し
、
又
漢
土
の
》
塑
示
の
元
祖
の
天
台
に
帰
伏
し
て
誇
法
の
失
を
ま
ぬ
が
れ
た
る
事

定
五
二
七
’
三
二
頁
）
（

が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
は
、
『
開
口

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

こ
の
誇
法
批
難
は
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
（
真
蹟
・
定
四
四
九
頁
）
で
も
論
述
さ
れ
て
い
る
。
真
蹟
遺
文
で
澄
観
の
一
念
三
千
義
の

盗
み
を
問
題
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
佐
渡
に
来
て
か
ら
の
著
作
で
文
永
九
年
二
月
十
八
日
五
十
一
歳
作
の
『
八
宗
違
目
妙
』
（
真
蹟
完
・

定
五
二
七
’
三
二
頁
）
の
内
容
が
遺
文
中
、
最
も
詳
細
で
あ
舜
毎
そ
の
結
論
に
よ
り
『
開
目
抄
』
及
び
以
後
の
遺
文
の
内
容
の
如
く
展
開

も
あ
ら
は
れ
ぬ
。

、
、
、
、
、
、
、
」
』
、
、
、
、
、

も
、
ウ
セ
、
、
、

㈲
又
其
後
や
う
や
く
世
を
と
ろ
へ
人
の
智
あ
さ
く
な
る
ほ
ど
に
、
天
台
の
深
義
は
習
う
し
な
い
ぬ
。
…
…
正
法
失
は
て
ぬ
。

ノ

ブ

た
よ
り

天
照
太
神
・
正
八
幡
・
山
王
等
諸
守
護
の
諸
大
善
神
も
法
味
を
な
め
ざ
る
か
、
国
中
を
去
り
給
か
の
故
に
、
悪
鬼
便
を
得
て
国
す

師
が
法
華
経
を
以
て
華
厳
宗
等
の
六
宗
の
邪
見
を
破
っ
た
評
価
を
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
真
言
と
の
勝
劣
は

ノ
ハ
チ
シ

ヲ

『
依
懸
集
』
の
「
新
来
真
言
家
則
混
二
筆
受
之
相
こ
等
の
文
を
指
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
三
年
後
の
著
述
で
は
表

』
い
麺
。
し
か
し
、
比
叡
山
に
大
乗
の
円
頓
の
戒
壇
を
建
立
し
た
功
績
は
大
き
く
、
日
本
一
州
の
山
寺
と
学
匠
達
が

(”）



大
乗
戒
壇
を
踏
む
た
め
に
比
叡
山
に
や
っ
て
来
た
か
ら
、
日
本
国
一
人
も
な
く
天
台
宗
に
帰
伏
し
た
こ
と
に
な
る
。
日
蓮
聖
人
は
非
常
に

高
く
評
価
さ
れ
た
訳
で
あ
る
。
ま
た
何
の
文
を
見
る
時
、
日
蓮
聖
人
の
文
永
六
年
四
十
八
歳
作
で
あ
る
『
法
門
可
被
申
様
之
事
』
の
左
の

文
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
で
き
る
。
（
真
蹟
完
・
定
四
五
三
頁
）

仏
法
の
減
不
滅
は
叡
山
に
あ
る
べ
し
。
叡
山
の
仏
法
滅
せ
る
か
の
ゆ
え
に
異
国
我
朝
を
ほ
ろ
ぼ
さ
ん
と
す
。
叡
山
の
正
法
舛
る
ゆ

え
に
、
大
天
魔
日
本
国
に
出
来
し
て
、
法
然
大
日
等
が
身
に
入
り
…
…
一
芸
」

と
既
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
様
に
、
前
述
の
「
天
台
の
深
義
」
を
習
い
う
し
な
う
と
、
正
法
を
失
な
う
と
い
う
史
観
で
あ
る
。

点
線
の
部
分
の
「
天
台
の
深
義
」
と
は
一
念
三
千
の
法
門
を
指
す
の
で
あ
る
。
天
台
の
深
義
が
衰
え
た
か
ら
、
仏
教
の
肝
心
た
る
一
念

三
千
が
習
い
失
な
い
。
そ
の
た
め
、
法
華
経
以
外
の
教
え
が
世
に
蔓
延
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
た
め
諸
大
善
神
が
法
味
を
な
め
る
こ
と
出

来
ず
、
還
帰
本
土
（
神
天
上
）
さ
れ
る
の
で
、
悪
鬼
が
充
満
し
、
国
が
滅
び
る
の
で
あ
る
。
一
念
三
千
が
な
け
れ
ば
、
法
華
経
で
な
く
な

る
と
い
う
考
え
方
を
日
蓮
聖
人
は
抱
い
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
「
天
台
の
深
義
」
と
は
『
立
正
安
国
論
』
の
正
法
を
い
う
の
で
あ
る
。

『
立
正
安
国
論
』
の
正
法
を
、
教
義
的
に
詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
の
が
『
開
目
抄
』
な
の
で
あ
る
。

以
上
、
こ
こ
ま
で
が
『
開
目
抄
』
の
序
文
に
相
当
す
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
後
、
一
念
三
千
義
の
展
開
は
、
天
台
・
伝
教
の
迩
門
の
一

念
三
千
よ
り
、
日
蓮
聖
人
の
独
自
の
教
学
を
形
式
す
る
本
門
の
一
念
三
千
が
展
開
さ
れ
て
く
る
の
で
あ
る
が
、
制
限
枚
数
の
都
合
上
、
次

回
へ
と
続
く
。
（
未
完
）

〔
註
〕（

１
）
茂
田
井
教
亨
①
『
観
心
本
尊
抄
研
究
序
説
』
、
②
「
『
観
心
本
尊
抄
』
に
お
け
る
『
摩
訶
止
観
』
ｌ
特
に
一
念
三
千
の
受
容
に
つ
い
て
ｌ
」

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ
（
桑
名
）

(“）



『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

（
関
口
真
大
編
『
止
観
の
研
究
』
所
収
）
・
浅
井
円
道
③
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
、
④
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
人
間
観
ｌ
末
法
思
想

と
一
念
三
千
ｌ
」
（
「
日
本
仏
教
学
会
年
報
」
第
三
十
三
号
所
収
）
、
⑤
「
宗
祖
に
お
け
る
観
念
論
打
破
の
思
想
」
（
『
茂
田
井
先
生
古
稀
記

念
日
蓮
宗
教
学
の
諸
問
題
』
所
収
）
、
⑥
「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
（
「
日
蓮
教
学
研
究
所
紀
要
」
第
５
号
所
収
）
、
⑦

「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
」
（
「
立
正
大
学
大
学
院
紀
要
」
第
二
号
所
収
）
、
⑧
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
（
続
）
」
（
立
正
大
学

大
学
院
紀
要
第
三
号
所
収
）
、
⑨
「
日
蓮
の
遺
文
と
本
覚
思
想
」
（
『
浅
井
円
道
編
『
本
覚
思
想
の
源
流
と
展
開
』
所
収
）
・
渡
辺
宝
陽
⑩

「
事
一
念
三
千
義
覚
え
書
き
」
（
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
所
収
）
・
玉
城
康
四
郎
⑪
「
日
蓮
の
め
ざ
す
究
極
者
」
（
「
研
究
年
報
１
日
蓮
と

そ
の
教
団
」
第
３
集
所
収
）
・
庵
谷
行
亨
⑫
『
日
蓮
聖
人
教
学
研
究
』
⑬
「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
ｌ
『
観
心
本
尊
抄
』
を
め
ぐ
っ

て
ｌ
」
（
「
大
崎
学
報
」
第
一
三
二
号
所
収
）
、
⑭
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
と
立
正
安
国
」
（
「
大
崎
学
報
」
第
一
四
二
号
所
収
）
、

⑮
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
名
目
出
処
に
つ
い
て
」
（
野
村
耀
昌
博
士
古
稀
記
念
論
集
『
仏
教
史
仏
教
学
論
集
』
所
収
）
の
十
五
本
の

論
文
等
に
て
、
一
念
三
千
を
論
じ
て
い
る
。

（
２
）
例
え
ば
、
文
永
十
一
年
五
十
三
歳
作
の
『
法
華
行
者
値
難
事
』
（
真
賦
完
・
定
七
九
八
頁
）
に
見
ら
れ
る
所
の
、
天
台
・
伝
教
は
法
華
経
の
心

ノ
ト

ト
ト

ノ
卜

を
知
り
、
そ
れ
を
口
に
述
べ
て
弘
通
し
た
け
れ
ど
も
「
本
門
本
尊
与
二
四
菩
薩
戒
檀
南
無
妙
法
蓮
華
経
五
字
一
残
し
之
」
・
所
調
、
上
行
等
の
聖

プ
ノ

人
が
弘
め
る
「
本
門
の
三
法
門
」
で
あ
る
。
こ
の
他
、
『
四
條
金
吾
殿
御
返
事
』
（
定
六
三
五
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
七
一

三
・
七
一
九
’
二
○
頁
）
、
『
義
浄
房
御
書
』
（
定
七
三
○
頁
）
、
『
顕
仏
未
来
記
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
七
四
○
頁
）
、
『
富
木
殿
御
返
事
』

（
真
蹟
完
・
定
七
四
四
頁
）
、
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
（
興
師
本
・
定
七
四
八
頁
）
、
『
法
華
取
要
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
八
一
五
・
八
一
八

頁
）
、
『
報
恩
抄
』
（
真
蹟
・
定
一
二
四
八
頁
）
等
に
見
え
る
三
大
秘
法
の
法
門
等
を
指
す
。
本
文
中
及
び
註
に
（
定
一
二
四
八
頁
）
等
と
あ

る
の
は
、
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
全
四
巻
の
頁
数
を
示
す
。

（
３
）
浅
井
円
道
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
人
間
観
」
（
前
掲
書
）
三
一
二
頁
。
但
し
、
そ
の
言
わ
ん
と
し
て
い
る
こ
と
が
一
念
三
千
義
の
内
容
を
暗
示

し
て
い
る
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
こ
の
文
章
か
ら
は
一
念
三
千
の
論
及
は
殆
ん
ど
の
過
文
中
に
あ
る
と
、
受
け
取
る
こ
と
が
で
よ
う
。

し
か
し
、
そ
の
一
念
三
千
な
る
言
葉
が
見
ら
れ
る
の
は
遺
文
全
体
で
、
十
分
の
一
程
度
で
あ
る
。

（
４
）
渡
辺
宝
賜
「
事
一
念
三
千
義
覚
え
密
き
」
（
前
掲
書
）
二
五
七
’
六
五
頁
。
真
偽
問
題
も
存
す
る
適
文
（
『
真
言
見
聞
』
『
立
正
観
抄
』
『
三

大
秘
法
票
承
事
』
）
も
見
ら
れ
る
が
、
一
念
三
千
の
論
述
に
つ
い
て
一
覧
表
を
作
成
し
て
、
三
十
雷
。
四
七
箇
所
挙
げ
て
い
る
。

（
５
）
庵
谷
行
亨
「
日
蓮
聖
人
の
一
念
三
千
に
つ
い
て
」
前
掲
書
）
二
九
’
三
六
頁
。
十
九
遺
文
（
但
し
『
十
法
界
事
』
は
本
覚
法
門
を
述
べ
る
理
由

(“）
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か
ら
疑
書
の
疑
い
鰻
い
）
を
挙
げ
て
三
十
箇
所
超
え
る
と
い
う
。
因
に
「
日
蓮
聖
人
に
お
け
る
一
念
三
千
名
目
出
処
に
つ
い
て
」
（
前
掲
書
）

三
八
三
’
八
九
頁
で
は
、
遺
文
中
の
一
念
三
千
名
目
出
処
に
限
っ
て
主
な
例
を
挙
げ
る
に
ヨ
代
聖
教
大
意
』
か
ら
『
観
心
本
尊
抄
』
を
含
め

て
『
兄
弟
妙
』
ま
で
三
九
箇
所
、
一
念
三
千
の
名
前
が
見
え
る
。
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
も
名
目
出
処
に
限
っ
て
の
上
で
あ
る
。

『
注
法
華
経
』
の
一
箇
所
と
、
四
二
遺
文
の
一
五
五
箇
所
を
挙
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
今
、
こ
こ
に
遺
文
名
と
そ
の
箇
所
を
一
々
掲
げ
る
こ
と

は
省
略
す
る
（
後
述
に
て
出
来
る
だ
け
引
用
を
試
み
た
い
）
が
、
『
観
心
本
尊
抄
』
以
前
ま
で
は
八
五
箇
所
に
お
い
て
一
念
三
千
の
名
前
を
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
内
訳
は
真
蹟
・
右
写
本
等
の
確
実
な
る
遺
文
は
佐
前
に
て
十
一
遺
文
・
二
○
箇
所
。
佐
渡
の
六
遺
文
（
。
勵
蝉
靱
型

三
四
七
・
文
永
年
間
を
含
む
。
立
正
安
国
会
編
『
日
蓮
大
聖
人
御
真
蹟
対
照
録
』
下
巻
一
六
四
頁
は
文
永
六
年
に
系
年
す
る
が
、
こ
の
要
文
の

内
容
と
文
永
十
年
四
月
二
十
五
日
作
の
『
観
心
本
尊
抄
』
（
定
七
○
二
’
三
頁
）
の
内
容
と
酷
似
し
て
い
る
の
で
、
『
観
心
本
尊
抄
』
述
作
の

為
の
要
文
か
と
も
思
う
。
今
は
、
系
年
が
問
題
で
は
な
く
、
記
述
箇
所
が
焦
点
な
の
で
佐
前
で
も
佐
渡
で
も
数
の
上
で
の
相
違
は
変
わ
ら
な

い
）
・
五
二
箇
所
。
佐
前
の
写
本
五
遺
文
・
十
一
箇
所
。
佐
渡
の
写
本
二
遺
文
・
二
箇
所
の
計
八
五
箇
所
で
あ
る
。
こ
の
数
字
か
ら
考
え
て
も
、

従
来
の
説
よ
り
も
実
に
多
い
記
述
箇
所
を
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

『
開
目
抄
』
（
真
蹟
曽
存
）
定
五
三
九
頁
。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

(65）
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右
同
定
六
○
四
頁
。

右
同
定
六
○
七
頁
。

右
同
定
五
三
九
頁
。

シ
テ
テ
シ
テ
ワ
ム

寿
量
品
の
文
の
底
と
は
、
『
開
目
抄
』
で
い
え
ば
「
さ
れ
ば
弥
勒
菩
薩
涌
出
品
に
四
十
余
年
の
未
見
今
見
の
大
菩
薩
を
仏
爾
乃
教
二
化
之
一
令
三

テ
サ
ワ

チ
ク

汐
ク
ヒ
テ
ク

初
発
二
道
心
一
等
と
と
か
せ
給
し
を
疑
云
…
…
云
云
」
（
定
五
五
一
頁
）
に
対
し
て
、
次
の
如
く
答
え
た
内
容
の
文
を
い
う
。
「
正
此
疑
答
云

ル
ニ

ニ
シ
テ
■
リ

ナ
リ

然
善
男
子
我
実
成
仏
已
来
無
湿
無
辺
百
千
万
億
那
由
佗
劫
等
云
云
」
（
定
五
五
二
頁
）
・
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
発
迩
顕
本
、
⑨

の
本
因
本
果
の
法
門
と
結
び
つ
け
て
考
究
す
べ
し
。

真
言
宗
の
人
師
が
天
台
の
一
念
三
千
を
盗
ん
だ
と
い
う
批
判
は
、
『
顕
誇
法
妙
』
以
外
で
は
『
善
無
畏
三
蔵
妙
』
（
定
四
七
二
’
三
頁
）
、

『
真
言
諸
宗
違
目
』
（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
』
（
真
蹟
完
・
定
七
○
三
頁
）
、
『
小
乗
大
乗
分
別
妙
』
（
真
蹟
断
片
・

定
七
七
一
頁
）
、
『
聖
密
房
御
書
』
（
真
蹟
完
・
定
八
二
二
頁
）
、
『
下
山
御
消
息
』
（
真
蹟
断
片
・
定
一
三
二
六
頁
）
、
『
教
行
証
御
替
』

（
定
一
四
八
二
頁
）
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
七
’
八
頁
）
等
の
九
回
を
今
は
数
え
ら
れ
る
。

ン
ハ

ニ

ノ
ル
ラ
ス

ノ
ノ

正
元
二
年
三
十
八
歳
作
の
『
二
乗
作
仏
事
』
（
定
一
五
五
頁
）
に
い
う
「
非
二
法
華
経
一
者
一
念
三
千
法
門
不
し
可
レ
談
歎
。
天
台
已
後
華
厳
末

ヒ
ニ
ノ
テ
ワ
ス
ハ
ノ
ノ
ト
リ

ハ
リ

リ

ハ
ル

ノ

ン
ス
ト
ノ
ト

師
並
真
言
宗
人
以
二
性
悪
一
為
二
自
宗
依
経
詮
一
者
従
二
天
竺
一
伝
た
り
け
る
歎
。
自
二
祖
師
一
伝
歎
。
又
天
台
名
目
を
倫
で
為
二
自
宗
内
証
一
云

へ
る
歎
。
」
の
文
よ
り
推
測
で
き
る
。

『
大
日
経
』
自
身
に
一
念
三
千
が
無
き
こ
と
を
論
じ
て
い
る
の
は
、
前
述
の
『
顕
誇
法
妙
』
『
善
無
畏
妙
』
以
外
で
は
、
『
二
乗
作
仏
事
』

（
定
一
五
六
’
七
頁
類
推
）
、
『
善
無
畏
妙
』
（
真
韻
断
片
・
定
四
○
九
頁
）
、
『
善
無
畏
三
蔵
妙
」
（
定
四
七
二
頁
）
、
壽
塁
忌
浬
恋
菩
昌

（
真
蹟
完
・
定
六
三
八
頁
）
、
『
観
心
本
尊
抄
」
（
真
蹟
完
・
定
七
二
頁
）
、
『
木
絵
二
像
開
眼
之
事
』
（
真
畷
曽
存
・
定
七
九
三
頁
）
、

シ
テ
テ
シ
テ
ワ
ム

「
さ
れ
ば
弥
勒
菩
薩
涌
出
品
に
四
十
余
年
の
未
見
今
見
の
大
菩
薩
を
仏
爾
乃
教
二
化
之
一
令
三

汐
ク
ヒ
テ
ク

（
定
五
五
一
頁
）
に
対
し
て
、
次
の
如
く
答
え
た
内
容
の
文
を
い
う
。
「
正
此
疑
答
云

ナ
リ

鴎
那
由
佗
劫
等
云
云
」
（
定
五
五
二
頁
）
・
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
⑧
の
発
迩
顕
本
、
⑨

右右右右右
同同同同同

定定定定定
六六五五五
○○八七七
四四九九九
頁頁 ｜ ｜ 頁
。 。九八 ・

○○
頁頁
◎ 。

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
Ｈ

右
同
定
五
七
九
頁
。

（
桑
名
）
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『
撰
時
抄
』
（
真
蹟
・
定
一
○
四
二
’
三
頁
）
、
『
教
行
証
御
書
』
（
定
一
四
八
二
頁
）
、
『
太
田
左
衛
門
尉
御
返
事
』
（
定
一
四
九
八
’
九

頁
）
等
の
十
一
回
は
最
低
で
も
見
ら
れ
る
。

（
犯
）
浅
井
円
道
先
生
「
宗
祖
に
お
け
る
造
語
の
妙
と
そ
の
意
味
」
（
前
掲
書
・
四
’
六
頁
）
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
」
（
前
掲
書
・
一
’

二
二
頁
）
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
（
続
）
」
（
前
掲
書
・
’
’
一
三
頁
）
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
辞
典
』
歴
史
篇
（
六
九
四
’
六
頁
）

「
大
日
経
義
釈
」
「
大
日
経
疏
」
の
解
説
を
往
見
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
「
大
日
経
疏
の
中
の
法
華
教
学
と
（
続
）
」
に
て
は
、
疏
の
中
に
法
華
・

天
台
教
学
が
、
九
十
五
箇
所
見
え
る
と
し
、
「
阿
字
観
を
円
融
三
諦
・
一
心
三
観
に
当
て
、
心
実
相
を
諸
法
実
相
と
一
と
見
、
大
日
如
来
を
久

遠
釈
迦
に
な
ぞ
ら
え
」
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
殊
に
九
十
五
例
中
の
「
⑱
側
例
燭
四
個
倒
鋤
の
八
文
は
、
日
本
天
台
宗
に
お
い
て
円
融

一
致
の
教
判
を
論
じ
る
上
で
、
よ
く
引
合
い
に
出
さ
れ
て
き
た
文
で
あ
り
、
善
無
畏
が
如
何
に
天
台
宗
に
依
愚
し
て
い
た
か
の
実
態
を
示
す
重

要
な
文
で
あ
る
」
と
結
ん
で
い
る
。

（
調
）
正
嘉
二
年
三
十
七
歳
作
の
『
一
代
聖
教
大
意
』
（
目
師
本
・
定
六
四
頁
）
・

（
弘
）
右
同
定
六
九
頁
。
又
、
六
二
頁
に
も
あ
り
。
心
生
の
十
界
に
つ
い
て
は
、
五
一
歳
作
の
『
八
宗
違
目
妙
』
（
真
蹟
完
・
定
五
三
○
頁
）
に
も

述
べ
ら
れ
、
華
厳
は
思
議
十
界
と
い
わ
れ
る
。

（
弱
）
『
守
護
国
家
論
』
（
真
蹟
曽
存
・
定
一
二
四
頁
）
・
『
開
目
抄
』
以
前
に
は
、
こ
の
他
、
定
五
○
・
六
三
・
六
五
’
六
・
一
五
○
・
一
五
二
’

三
・
一
五
五
’
七
・
一
九
三
・
二
四
三
・
二
五
六
・
二
五
九
・
二
六
四
・
二
六
九
・
三
三
九
・
四
○
○
・
四
八
八
’
九
・
五
二
六
’
三
二
に
華

厳
批
判
の
内
容
が
見
ら
れ
る
。

（
稲
）
『
八
宗
違
目
妙
』
の
内
容
に
つ
い
て
は
『
日
蓮
聖
人
週
文
辞
典
』
歴
史
篇
の
解
説
が
簡
潔
な
の
で
、
こ
こ
に
引
用
す
る
と
、
華
厳
宗
に
一
念
三

千
が
見
ら
れ
る
の
は
「
澄
観
の
疏
二
九
・
三
三
の
文
と
『
華
厳
経
』
の
「
心
如
工
画
師
」
、
『
蓮
華
三
昧
経
』
の
本
覚
讃
の
文
を
引
い
て
、
用

い
る
こ
と
を
明
か
」
す
。
「
ま
た
『
華
厳
経
』
に
一
念
三
千
の
依
文
あ
り
や
」
の
問
い
に
止
観
・
弘
決
の
諸
文
を
引
き
、
「
爾
前
華
厳
等
の
円

教
は
心
生
思
議
十
界
を
明
か
し
て
心
具
十
界
を
説
か
ず
、
法
華
経
の
み
不
思
議
十
界
互
具
を
明
か
す
と
決
す
。
最
後
に
止
観
は
『
法
華
』
に
よ

る
と
な
す
『
止
観
』
五
、
『
弘
決
』
五
の
文
を
引
い
て
終
る
」
（
九
一
九
頁
）
・

（
師
）
『
開
目
抄
』
に
お
け
る
華
厳
批
判
の
内
容
は
、
定
五
三
九
・
五
四
一
・
五
四
三
・
五
四
八
’
九
・
五
五
二
’
二
・
五
五
四
’
五
・
塁
ハ
セ
’
八
・

五
七
○
’
二
・
五
七
四
・
五
七
六
’
八
一
・
五
八
三
’
四
・
五
八
九
・
六
○
四
頁
に
見
ら
れ
る
。

（
犯
）
真
言
宗
が
天
台
の
法
華
経
の
理
を
盗
み
取
り
自
宗
の
極
と
し
た
と
い
う
伝
教
大
師
の
評
価
（
定
二
四
二
二
頁
）
を
『
開
目
抄
』
で
は
論
じ
て
い

『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈹
（
桑
名
）
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『
開
目
抄
』
に
現
わ
れ
た
一
念
三
千
義
に
つ
い
て
㈲
（
桑
名
）

る
が
、
文
永
十
二
年
三
月
十
四
日
五
十
四
歳
作
の
『
曽
谷
入
道
殿
許
御
書
』
（
真
蹟
完
・
定
八
九
七
・
九
○
○
頁
）
で
は
、
伝
教
大
師
は

卜
ノ

テ
ハ
ニ
ト

テ
モ

ナ
ラ

リ
タ
マ
フ
二

「
但
天
台
与
二
真
言
一
於
二
勝
劣
一
与
二
証
惑
一
知
而
不
二
分
明
一
．
所
詮
贈
二
於
末
法
一
歎
。
」
と
の
見
解
内
容
に
変
っ
て
き
て
い
る
。

(“）


